
①Ａランク茅場のフィールド 

②優良な茅場から外れるフィールド

に区分できた。　

  ３）Ａランク茅場発生の環境条件とススキ植生の水準
　ラインインターセクションによる植生調査とクリノメーターによる傾斜�測定によって、Ａランク
茅場が発生する条件をおおよそ次のように総括することができた。
　ススキが好んで発生する場所は陽当たりが良く、過湿な環境ではないことが早くから知られている。
今回の現場踏査では、さらに土壌構造の違いがススキの生育形態を大きく左右していることが観察
された。しかし茅の流通に必要と思われる統一規格が無い現状では、茅葺き素材になるススキの品質
を単純に決め込むのは時期尚早と思われる。
　
　このためここでは、品質の善し悪しではなく、茅場環境の違いによってどのような生育水準の
ススキが得られる見通しが得られたかを総括する。観察によると、一定の年月を経過した茅場の
ススキは、株のサイズが大きく、関連して草丈は高く、測定は出来なかったが桿が太くなることを
観察した。そのかわり、株数とススキの地上被度は小さくなる傾向を認めた。これは、ススキが
本来持っている叢生(bunch)の性質が発揮されている状態であり、逆に短草、小株、桿が細く、株の数
と被度が増えるいわゆる芝生(sod)タイプに近づくことは、植生としての衰えと思われた。また、
ススキの被度の発達は、低木類が強く繁茂すると抑圧されることも観察されている。低木類の繁茂
は一般的に、地力の高い土壌ほど激しく、地力の劣る場所ではゆっくり進むことが観察された。
このような茅場植生の多様性は、地形の凹凸、平坦地と傾斜地などに伴う、有効土層の相違や土壌
水分の含有率に負っていると推察された。
　以上のように、ススキは生育する地形や土壌条件に制約される自然作物なので、茅葺き素材として
望まれる品質にあわせた栽培をもくろむことは、基本的に無理と思われる。従って茅の生産者には
第一に、地形や土壌条件などの理化学的な生育環境をクラス分けし、どこで、どれだけ、どの程度の
規格品の素材が得られるかを整理することが最初のステップとなる。その上で、次に述べる茅場の
整備を続けて、規格品の品揃えができる環境管理をすることが第２のステップになると考えられる。

　４）省力的な茅場整備手法の試行
　茅場整備は多目的である。第一のねらいは樹林化の抑制である。これによってススキが好む
陽当たりを取り戻し、株や草丈の発育を助け、また老化する株に替えて新たな実生い更新が
できる環境も整える。その他には、放置した茅場の株に残っている前年の立ち枯れた茎桿を除去する
目的もある。
　このような目的を果たすために採られた以前の方法が野焼きである。これは機械力を使わない
点で経済的であり、いろいろな地形にも対応できる利点があった。しかし多くの人手と
危険・犠牲を伴った。また、毎年地表に堆積するリターを消却し続けることによる土壌有機質の
損失は大きかったと思われる。
　このため茅葺き促進委員会は、野焼き以外の省力的な手法による茅場の開発・管理・利用方式を
検討し、茅場のモデル区域を創設した。茅場が平坦か少なくとも10�以下の緩斜地である場合、
大型トラクターにシュレッターを組み合わせたクリーニング体系を、大型機械が入りにくい
小区画の圃場であるか、作業上の危険が見込まれる傾斜地などには、自走式のラジコントラクター
を用いる体系が適切であることを実証した。大型トラクター＋シュレッターのクリーニング
体系モデルは、岩手県肉牛生産公社の都南、金ヶ崎２牧場の総計3.2haであり、ラジコントラクター
体系モデルは県立農業大学校の転作休耕田の4.2haである。また大型トラクター＋シュレッター
クリーニング体系にかかる費用については工費の概算を提示できた。
 これら２体系のクリーニングは、野焼きほどの隅々までの管理は出来ないが、２体系を
組み合わせることである程度までは地形と圃場条件への対応が可能である。この体系に共通する
今後の課題は、クリーニング後に厚く堆積したリターが、翌年以降のススキ株の生育に及ぼす
影響の確認である。また茅の株間に落ちる種子の発芽が阻害されないか、引き裂き除去された
有刺低木の再生がどれだけ抑えられるかの観察も続ける必要がある。これらの追跡によって、
どれだけの年次頻度で茅場クリーニングをすべきかのプログラムも提案できると思われる。


